
北 楡 会  

2011 年 北 楡 会 ⺟ 校 交 流 会 報 告  
2011 年 10 ⽉ 7 ⽇、 秋 も 深 ま り つ つ あ る 札 幌 に て 北 ⼤ 情 報 科 学 研 究 科 と 北 楡 会 の 交 流 会 を 開 催 
し ま し た。 先 ⽣、 学 ⽣ の 皆 様 に 加 え、 北 楡 会 会 員 の Ｏ Ｂ も 道 内 外 か ら 多 数 集 ま り 盛 会 と な り 
ま し た。 ⺟ 校 交 流 会 は 毎 年 秋、 紅 葉 の 美 し い 季 節 に 札 幌 で 開 催 し ま す。 来 年 は さ ら に 多 く の 
⽅ の 参 加 を お 願 い し ま す。  

⽇ 時 ︓   ２ ０ １ １ 年 １ ０ ⽉ ７ ⽇ (⾦)   １ ３ ︓ ３ ０ 〜      

場 所 ︓   北 海 道 ⼤ 学   情 報 科 学 研 究 科 棟  

１ ． 開 会 の 挨 拶   13:30 〜 13:45  

    北 ⼤ ⼤ 学 院 情 報 科 学 研 究 科     栗 原 研 究 科 ⻑  

    北 楡 会     ⽯ 原 会 ⻑、 松 ⾕ 幹 事 ⻑  

 

２ ． 講 演 会   13:45 〜 15:00  

（１）  『 ERATO 湊 離 散 構 造 処 理 系 プ ロ ジェ ク ト の 概 要 と 最 近 の 研 究 状 況 に つ い て』  

北 海 道 ⼤ 学 ⼤ 学 院 情 報 科 学 研 究 科  

湊   真 ⼀ 教 授  

湊 先 ⽣ が プ ロ ジェ ク ト リー ダー を 務 め る ERATO 湊 離 散 構 造 処 理 
系 プ ロ ジェ ク ト (*1) の 概 要 と、 最 近 の 動 向 の 報 告 が あ り ま し 
た。 ERATO と は、 (独) 科 学 技 術 振 興 機 構 （ JST ） の プ ロ ジェ ク 
ト の ⼀ つ で、 新 し い 科 学 技 術 の 源 流 を 作 る 研 究 を ⽀ 援 す る も の 
で す。 ERATO 発 ⾜ 当 時 は、 物 理、 化 学、 医 学 ⽣ 命 の み。 最 近 １ 
０ 年 情 報 科 学 系 が 採 択 さ れ 始 め て い る そ う で す が、 ア ル ゴ リ ズ 
ム 技 術 を 中 ⼼ と す る プ ロ ジェ ク ト は 画 期 的 と の こ と で す。  

論 理 関 数 を 効 率 的 に 表 現 す る デー タ 構 造 の ⼀ 種 で あ る ⼆ 分 決 定 
グ ラ フ (BDD) を 発 展 さ せ た 湊 先 ⽣ の ア ル ゴ リ ズ ム、 ゼ ロ サ プ レ 
ス 型 BDD(ZDD) は、 デー タ マ イ ニ ン グ や 知 識 発 ⾒ と いっ た 分 野 

で よ り 実 ⽤ 的、 効 率 的 に 活 ⽤ で き る た め、 世 界 的 に 注 ⽬ を 浴 び て い ま す。 今 回 の プ ロ ジェ ク 
ト で は BDD/ZDD 技 術 の 新 し い 切 り ⼝ と し て、 様々 な 離 散 構 造 を 統 合 的 に 演 算 処 理 す る 技 法 
を 体 系 化 し、 分 野 横 断 的 か つ ⼤ 規 模 な 実 問 題 を ⾼ 速 に 処 理 す る た め の 技 術 基 盤 を 構 築 す る と 



の こ と。 研 究 実 施 場 所 は 札 幌 を メ イ ン に、 東 京、 ⼤ 阪 を ⾼ 品 質 TV 会 議 シ ス テ ム で 常 時 接 
続。 VLSI 設 計 分 野 か ら 始 まっ た BDD/ZDD 技 術 は 近 年、 応 ⽤ 範 囲 が ⼤ き く 広 が り つ つ あ り、 
期 待 以 上 の 相 乗 効 果 が 得 ら れ 始 め て い る と の 報 告 が あ り ま し た。  

ERATO に 選 ば れ た の は 北 ⼤ で は ２ １ 年 ぶ り ２ 回 ⽬ と の こ と で、 OB の ⼀ ⼈ と し て 誇 ら し く 思 
い ま し た。 ま た、 情 報 処 理 の 現 場 で 頻 出 す る デー タ 構 造 を 効 率 的 に 表 現 す る こ と に よっ て 実 
社 会 の 問 題 を 解 決 で き る と い う こ と は、 企 業 側 に とっ て も ⼤ き な 意 味 の あ る 取 り 組 み で 今 後 
の 進 展 が ⾮ 常 に 楽 し み で す。  

*1   ERATO 湊 離 散 構 造 処 理 系 プ ロ ジェ ク ト の Web ペー ジ  
http://www-erato.ist.hokudai.ac.jp/  
 
 
 

２）  『ス マー ト シ ティ と ⽇ ⽴ の 取 り 組 み』  

株 式 会 社 ⽇ ⽴ 製 作 所   情 報・ 通 信 シ ス テ ム 社  

伊 藤 明 男 COO  

⽇ ⽴ 製 作 所 の 伊 藤 COO か ら、 ス マー ト シ ティ の 概 要、 現 状 と、 
⽇ ⽴ の 取 り 組 み (*2) を 講 演 し て い た だ き ま し た。 ス マー ト シ 
ティ と は、 「知 能 化 し た 各 種 イ ン フ ラ 同 ⼠ が 連 携 し て 新 し い 価 
値 を ⽣ み 出 す 都 市」 で、 す で に 企 業、 組 織 が 集 まっ て 世 界 各 地 
で プ ロ ジェ ク ト が 始 まっ て い ま す。 こ の 中 で、 ⽇ ⽴ は、 エ ネ ル 
ギー、 交 通、 通 信、 ⽔ と いっ た イ ン フ ラ を IT で 知 能 化 し、 ス 
マー ト グ リッ ド、 イ ン テ リ ジェ ン ト ウォー ター シ ス テ ム、 次 世 
代 交 通 シ ス テ ム （ス マー ト モ ビ リ ティ） な ど で、 ス マー ト シ 
ティ を ⽀ え て い く と の こ と。 今 後 は、 サー ビ ス 提 供 者 〜 利 ⽤ 者 
の 双 ⽅ 向 ネッ ト ワー ク が 活 ⽤ さ れ る 時 代 に な り ま す。 ⽇ ⽴ は 
ネッ ト ワー ク・ 制 御 を 融 合 し た 技 術 を 核 と し た ス マー ト ネッ ト 

ワー ク を 開 発 中 で、 ス マー ト ネッ ト ワー ク を 活 ⽤ し た 実 験 プ ロ ジェ ク ト の 紹 介 が あ り ま し 
た。  

ス マー ト シ ティ の 実 現 に は、 幅 広 い 分 野 の エ キ ス パー ト が 結 集 す る 必 要 が あ る と い う こ と 
で、 強 電 か ら、 情 報 ま で 幅 広 い 分 野 を カ バー す る 北 ⼤ 情 報 科 学 研 究 科 と も ⼤ い に 連 携 可 能 な 
分 野 だ と 感 じ ま し た。  

*2   ⽇ ⽴ の ス マー ト シ ティ の Web ペー ジ  
http://www.hitachi.co.jp/products/smartcity/  
 

３ ． ポ ス ター 展 ⽰   15:00 〜 16:00  

 

http://www-erato.ist.hokudai.ac.jp/
http://www.hitachi.co.jp/products/smartcity/


⼤ 学 院 各 研 究 室 に よ る 研 究 内 容 の 展 ⽰、 学 ⽣ に よ る 
研 究 内 容 の 説 明 が あ り ま し た。 昨 年 か ら 始 め た、 OB 
参 加 者 の 投 票 に よ る 優 秀 プ レ ゼ ン テー ショ ン の 表 彰 
の 影 響 か、 例 年 以 上 に 学 ⽣ と 参 加 者 と の 熱 ⼼ な 質 疑 
応 答 が あ り ま し た。  

 
 
 
 

 ４ ． 研 究 室 ⾒ 学 会   16:00 〜 17:15  

 

北 楡 会、 北 海 道 北 楡 会 か ら の 参 加 者 が ６ 班 に 分 か 
れ、 そ れ ぞ れ 学 内 の ６ 研 究 室 の 中 か ら ２ 研 究 室 を 訪 
問 し、 最 近 の 研 究 活 動 に つ い て 説 明 を 受 け ま し た。 
各 研 究 室 で は、 教 授 か ら 学 ⽣ の 皆 様 ま で、 多 く の ⼈ 
か ら 熱 ⼼ に 研 究 室 の 説 明 を し て い た だ き、 本 当 に あ 
り が と う ご ざ い ま し た。  

 

 

５ ． 意 ⾒ 交 換 会   17:15 〜 17:45  

企 業 側 か ら の 北 ⼤ 卒 業 ⽣ に 対 す る 評 価 結 果 に つ い 
て、 ⼤ 学 側 か ら 報 告 が あ り、 こ の 結 果 に 対 す る 企 業 
側 か ら の 意 ⾒、 ⼤ 学 側 の 対 応 等 で 活 発 な 議 論 が あ り 
ま し た。 ⾃ 発 的 な 積 極 性、 英 語 ⼒、 プ レ ゼ ン テー 
ショ ン 等、 課 題 は あ る も の の、 全 般 的 に は、 改 善 の 
⽅ 向 で ⼤ 学 側 の 指 導 も 的 を 外 し て い な い と い う 評 価 
だっ た と 思 い ま す。 ⼤ 学 と し て、 卒 業 ⽣ か ら さ ら に 
意 ⾒ を い た だ く こ と は ⼤ 歓 迎 と の こ と で す の で、 １ 
１ ⽉ に 東 京 で 開 催 さ れ る 北 楡 会 総 会 や、 北 楡 会 の 

Web ペー ジ を 使っ て、 皆 様 の ご 意 ⾒ を 送っ て い た だ き た く お 願 い い た し ま す。  

６ ． 懇 親 会   18:00 〜 19:30  

ファ カ ル ティ ハ ウ ス・ エ ン レ イ ソ ウ に 場 所 を 移 し、 ⽴ ⾷ パー ティ 形 式 で 懇 談 し ま し た。 ポ ス 
ター セッ ショ ン の 表 彰、 講 演、 意 ⾒ 交 換 会 で の 話 題 等 で 盛 り 上 が り ま し た。 特 に 今 年 は 博 ⼠ 
課 程 の 学 ⽣ も 多 く 参 加 し、 歓 談、 最 後 は 北 ⼤ 応 援 団 の リー ド に よ る 都 ぞ 弥 ⽣ ⾼ 唱、 散 会 し ま 
し た。  



 
 
北 楡 会 ⺟ 校 交 流 会 は、 卒 業 ⽣ が ⺟ 校 に 集 ま る と い う 他 の ⼤ 学 で は 類 を ⾒ な い 催 し で す。 ⺟ 校 
の 最 新 状 況 を 知 る と と も に、 卒 業 ⽣ 側 か ら ⼤ 学 へ フィー ド バッ ク を か け る 貴 重 な 機 会 に も 
なっ て い ま す。 北 楡 会 の 皆 さ ん、 ぜ ひ、 2012 年 秋 に は ⺟ 校 札 幌 の 地 で お 会 い し ま しょ う。  
 
（北 楡 会 常 任 幹 事   居 駒 記)  
 


